
1 

 

 

 

令和２年度 第７回 

 

 

 

宍粟市教育委員会 

 

 

 

会  議  録 
                     （要点筆記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時  令和２年 10 月 15 日  午前９時 30 分から 

 

場所  宍粟市役所 ５階 502 会議室 
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第７回（定例）宍粟市教育委員会会議録 

 

１ 開会・閉会の年月日時及び場所 

令和２年10月15日（木） 午前９時30分～午前10時27分 

兵庫県宍粟市山崎町中広瀬133番地６ 

 

 

２ 会議に出席した者の職氏名 

教育委員 

西岡章寿  教育長 金本一二  委員 

片山繁樹  委員 中山由香里 委員 

中田直人  委員  

事務局 

大谷奈雅子 教育部長 山本信介  教育部次長 

世良繁信  次長兼学校教育課長 

西林文隆  次長兼施設整備課長 

水口惠子  社会教育文化財課長 

太田雅章  教育総務課副課長 

中尾善弘  次長兼こども未来課長 

進藤美穂  教育総務課長 

池本雅彦  学校給食センター所長 

 

  

３ 開会 

  西岡教育長が開会した。 

 

４ 会議の成立宣言 

  出席者数５名となり、西岡教育長が会議の成立を宣言した。 

 

５ 会議録署名委員の指名 

署名委員は、西岡教育長の指名により、次のとおり決定された。 

片山委員 

 

６ 前回会議録の承認 

令和２年度第６回（定例）宍粟市教育委員会会議録の承認に関する件 

前回の定例教育委員会における協議事項、報告事項の会議録について、進藤教育総務課長が

説明し、承認された。 

 

７ 教育長報告 

次の３点について西岡教育長が報告した。 

(1)幼保一元化推進状況について 

 山崎町の認定こども園整備につきましては、保護者や地域のみなさんのご理解を得るた
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めの協議として、城下地区については10月８日に自治会長会説明会を開催し、新型コロナ

ウイルス感染症対策のため中断していた地元との協議を再開しています。また、11月14日

には、城下地区の保護者説明会を少しでも多くの保護者の方が出席していただけるよう

に、14時と19時の２回行うこととしています。引き続き、市の計画案に賛同いただけるよ

うに、丁寧な協議に努めていきたいと思っています。 

 また、山崎地区こども園の整備につきましては、現在、上寺・庄能地内の候補地選定に

向け事務調整を行っているところです。 

 

(2) 小中学校の修学旅行の代替旅行について 

   修学旅行につきましては、新型コロナウイルスに感染した場合の影響を考え、小中学校

長会で、従来の修学旅行については中止の決定をしておりました。代替の修学旅行として、

小中学校とも規模を縮小し日帰りで旅行を実施しています。すでに 10 月７日から旅行を実

施しており、11 月 20 日までの間に、淡路方面、但馬方面、四国、倉敷方面への旅行を実施

することになっています。 

 

(3) 山崎幼稚園老朽化調査について 

   山崎幼稚園の老朽化調査について、第２回目の保護者説明会を 10 月２日に開催しまし

た。第１回目の説明会後のアンケート結果を受けまして、教育委員会事務局からは、山崎

幼稚園園舎が使えなくなった場合には城下幼稚園に転園をお願いすること、通園バスを運

行すること、あずかり保育を城下幼稚園で実施することを提案し、保護者のみなさんに確

認していただきました。また、11 月５日、６日に幼稚園の入園申込を受け付けた以降に、

第３回目の保護者説明会を開く予定としています。なお、保護者の強い希望であります、

城下幼稚園に通園しながらも山崎幼稚園児として卒園するためには、幼稚園に関する条例、

規則等の改正が必要となります。今後、教育委員会に議案を提出し審議をお願いすること

となりますので、よろしくお願いします。 

 

８ 協議報告事項 

(1) 伊水・都多小学校区学校規模適正化推進状況について 

  資料１「伊水・都多小学校区学校規模適正化推進状況について」等により、進藤教育総

務課長が説明した。 

 

(2) 令和３年度幼稚園・保育所・こども園の園児募集について 

  資料２「広報しそう10月号掲載記事（園児募集）」により、進藤教育総務課長及び中尾

次長兼こども未来課長が説明した。 

 

 (3) 令和３年度あずかり保育・学童保育の児童等募集について 

 資料３「広報しそう 10 月号掲載記事（あずかり保育・学童保育募集）」により、世良次

長兼学校教育課長が説明した。 
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  (4) 令和２年度第１学期「いじめ事案」について 

    資料４「宍粟市内小中学校で認知したいじめ事案について（令和２年度４月～８月）」

により、世良次長兼学校教育課長が説明した。 

 

(5) 小中一貫教育進捗状況について 

    資料５「宍粟市における小中一貫教育に係る今年度の取組と今後の予定について」等に

より、世良次長兼学校教育課長が説明した。 

 

(6) 宍粟市立学校における臨時的任用・任期付採用の教職員及び会計年度任用職員の人事評

価結果に対する苦情に関する取扱要綱の制定について 

  資料６「宍粟市立学校における臨時的任用・任期付採用の教職員及び会計年度任用職員

の人事評価結果に対する苦情に関する取扱要綱」により、世良次長兼学校教育課長が説明

した。 

 

(7) 旧神戸幼稚園舎及び遊具等解体撤去工事の変更契約等概要について 

資料７「旧神戸幼稚園舎及び遊具等解体撤去工事（契約変更）」により、中尾次長兼こ

ども未来課長が説明した。 

 

(8) 宍粟市立小中学校情報通信ネットワーク環境施設整備事業の契約概要について 

資料８「宍粟市立小中学校情報通信ネットワーク環境施設整備事業概要」により、西林

次長兼施設整備課長が説明した。 

 

(9) 令和３年宍粟市成人式について 

資料９「令和３年宍粟市成人式実施要領」により、水口社会教育文化財課長が説明し

た。 

 

(10) 成年年齢の引き下げに伴う宍粟市成人式の対応方針（案）について 

  資料10「成年年齢の引き下げに伴う宍粟市成人式の対応方針（案）」により、水口社会

教育文化財課長が説明した。 

 

(11)学校給食における異物混入状況及び対策について 

 資料11「令和２年度学校給食センター異物混入状況及び対策（８月）」により、池本学校

給食センター所長が説明した。 

 

(12) その他 

   家原遺跡公園及びまほろばの湯の指定管理にかかる公募について、10月１日に現地説明会

が開催され８社の参加があったことを、水口社会教育文化財課長が報告した。 

 

委員の主な意見及び事務局の説明 
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（片山委員） 

  伊水・都多小学校区の学校規模適正化のことについて、資料１ページのところで今後の予定

を説明いただいたが、対象校が伊水小、都多小ということで決定すればいいが、そのあと神野

小学校への適正化ということになると、神野小学校側へ事前の説明をされているのか、それと

も保護者も含めた形でそういう可能性があるということで周知されつつあるのか、その辺の予

定について聞かせていただきたい。 

（進藤教育総務課長） 

  今回の地域の委員会は、５年前に協議繰り延べになった時点の協議再開となっており、第一

段階として伊水小学校及び都多小学校を一緒にして、また次の段階になれば小学校が中学校区

内に一つという可能性もあるため、今の段階では伊水・都多の適正化を考えている。また、委

員会の会議の中でも、多くの委員意見として、伊水・都多小学校区をまず一緒にしてほしいと

いう意見であり、先に伊水・都多を一緒にということで、その先の次の段階でそういう話にな

れば、神野地区・河東地区の保護者や学校にも説明が必要だと考えている。 

（片山委員） 

小中一貫教育の関係で資料 11 ページ、前回の部分になるが、ＰＴＡ役員会での説明につい

て、令和２年８月６日と８月７日の両日に分けて実施されたのか、そのことについてお聞きし

たい。 

（世良次長兼学校教育課長） 

  ８月６日は、一宮北中学校のＰＴＡ役員会に出向いて説明を行わせていただき、８月７日に

ついては、一宮北小学校のＰＴＡ役員会に出向いてそれぞれ説明をさせていただいた。 

（中田委員） 

  いじめ対応について１点だけお伺いする。学校でいじめ防止、早期発見、早期対応、積極的

な認知に努められ丁寧な対応をしていただいていることがよくわかったが、例えば、小学校で

49 件というのが、全国的な件数と比較するという点で、文部科学省が示す 1,000 人当たりの

数値で表すとどれくらいになるのか教えていただきたい。 

（世良次長兼学校教育課長） 

  令和元年度の実績では、本市の1,000人あたりのいじめ認知件数は小中学校で83.5件となっ

ている。全国平均は40.9件、全県平均が28.8件であり、宍粟市は全国のほぼ倍程度の認知件数

となっている。 

（中田委員） 

  非常に積極的に認知に努めていただいているというのが数字をみてよくわかるのだが、もう

１点確認させていただく。参考までに、今年は新型コロナウイルスの関係で６月以降に学校が

再開したことから、解消ということについては期間が経っていないということになるが、令和

元年度では解消率はどれくらいになっているのか。 

（世良次長兼学校教育課長） 

令和元年度の解消率は100％となっている。 

（中田委員） 

  １点だけ感想として、認知の方法について、非常にアンケートも機能しているということを

感じた。認知件数70件のうち、アンケートによって子どもたちが実際記述して認知に至ったの



6 

 

が30件というのは、おそらく県の数字よりも高い数字ではないかと思う。そういう意味では学

校におけるアンケートを非常にきめ細かくやっていただいていることがよくわかった。 

（教育長） 

アンケートに書いても先生がしっかり対応してくれるということを、子どもたちが十分理解

しているのかなと思っている。 

 

９ 次回会議の招集について 

令和２年11月17日（木）午前９時30分から、令和２年度第８回宍粟市教育委員会を開催する

とした。 

 

10 閉会 

  金本委員が閉会した。 

 

以上  午前 10 時 27 分終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


